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  社会に貢献できる環境経営  
 企 業 活 動 を 営 む に あ た っ て 、 環 境 負 荷 を い か に 削 減 し な が ら 活 動

が で き る か を 、問 い 直 し な が ら 日 頃 の 生 産 活 動 に 取 り 組 ん で い ま す 。 

 メ ー カ ー と し て 、 技 術 力 を 高 め 、 よ り よ い 商 品 を お 客 様 に 提 供 す

る 一 方 で 、環 境 に ど れ だ け 配 慮 し た 商 品 で あ る か も 問 わ れ て い ま す 。 

 環 境 に 配 慮 し た 商 品 と は 、 単 に 環 境 へ の 負 荷 が 少 な い 、 有 害 物 を

使 っ て い な い と い う だ け で な く 、 あ ら ゆ る 企 業 活 動 の 中 で 、 果 た さ

な け れ ば な ら な い 責 務 が し っ か り と 反 映 さ れ て い る か が 大 切 に な り

ま す 。  

 企 業 は 社 会 を 構 成 し て い る 一 市 民 で あ り 、 よ り よ い 社 会 づ く り に

協 力 し て い か な く て は な り ま せ ん 。 創 業 当 時 の 基 本 方 針 は 「 誠 実 を

基 と し 、 内 外 の 信 頼 を 獲 得 し 、 地 域 の 発 展 に 寄 与 す る 」 で す 。  

そ の 精 神 は 社 是 で あ る 「 我 等 の 信 条 」 と し て 引 き 継 が れ 感 謝 の 心 を

も っ て 、 地 域 社 会 に 貢 献 し て い く こ と を 掲 げ て い ま す 。  

 企 業 の 使 命 と し て の 持 続 的 成 長 と は 、 経 済 性 の 追 求 だ け で な く 、

環 境 、 社 会 性 を 考 慮 し て 達 成 す る こ と で あ り 、 こ う し た 取 り 組 み が

出 来 る 企 業 が 社 会 の 信 頼 を 得 る 条 件 と な り ま す 。  

 ２ ０ ０ ０ 年 に 環 境 マ ネ ジ メ ン ト シ ス テ ム の 認 証 取 得 を い た し ま し

た が 、 そ の 基 本 理 念 も 創 業 精 神 を 基 盤 と し て い ま す 。  

 活 動 に お い て 、 エ ネ ル ギ ー 、 廃 棄 物 な ど を い か に 少 な く す る か を

全 員 で 取 り 組 ん で い ま す が 、 単 に 削 減 が で き た と い う こ と だ け で な

く 、 お 客 様 に 提 供 し ま す 商 品 が 安 心 、 安 全 で あ る こ と が 大 切 な こ と

だ と 考 え て い ま す 。  

 ２ ０ ０ １ 年 の 環 境 活 動 の 内 容 と 成 果 の ま と め を 、 こ こ に ご 報 告 さ

せ て い た だ き ま す 。 ご 一 読 い た だ き ご 指 導 ご 鞭 撻 を 頂 け れ ば 幸 い で

ご ざ い ま す 。  

              ２ ０ ０ ２ ． ０ ４ ． ０ ５  

      日 東 精 工 株 式 会 社  

      代 表 取 締 役 社 長   由 良  龍 文  
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売上高推移（単体） 

 

 主な事業内容      

工業用ファスナー 

ねじ 
リベット・ピン 

特殊部品 

ドライバビット  など 

自動組立機械 

ねじ締め機 

リベット、ハトメかしめ機 

組立ロボット 
コンベア 

ねじ・リベット部品供給機  など 

 

 

 

    ねじ締めロボット 

 

計測制御機器                     

流量計 
計装システム 

圧力記録計 

地盤調査機器 
計数包装機器   など 

  
 

  

 

  

 精密ねじ・タップタイト 

              

 

 

    

本報告書の対象範囲 

 

１．報告書の対象範囲は、本社工場、八田工場です。 

２．報告期間は、２００１年１月１日～２００１年１２月３１日です。 

３．報告対象は、環境分野です。 
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企業理念として、社是「我等の信条」を制定し、活動の指針としています 

社 是 

 

我 等 の 信 条 我等の我等信条 

  １．我らは よい自己をつくる 健康を増進し 品性を養い  

知識を求め 技術をみがいて 健全な人格をつくる 

  ２．我らは よい仕事をする 誠実を旨とし 改善を怠らず  

親和協力して よい製品をつくり 明るい職場をつくる 

  ３．我らは よい貢献をする 我らが日々の勤めに いそしむことの出来るのも 

社会の恩恵による 感謝の心を仕事に活かして 社会に貢献する 

 

社是に基づき環境基本方針、基本理念を制定しています 

 

環境基本方針 

 

 企業活動を展開する上において、環境保全、環境保護を最重点とし、地域環境、 地球環境を守り、

社会と調和して、豊かな社会の実現に貢献することを目的とします。 

 
基 本 理 念

 

 地域社会と共存共栄を図り、環境に対しては先手を打ち、環境に負荷を与えない、環境にやさしい、地域

社会の皆さんに信頼していただける会社を築いていきます。 

 

行 動 指 針 

 

１．法的要求事項、自主基準を遵守します。 

２．省エネルギー、省資源に努めます。 

３．廃棄物の減量化とリサイクルの推進に努めます。 

４．地球環境に影響を与える物質の削減に努めます。 

５．商品・サービスの提供にあたっては、環境影響に十分配慮します。 

６．環境意識の向上を図り、全員で取組みます。 

７．地域との共栄を図り、地域への貢献と信頼を得るよう努めます。 
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環境マネジメントシステム 

            

                    

    
環 境 方 針   

            

                    

    
環  境  方  針 

       

    日東精工株式会社は事業活動として、工業用ファスナ－製品等の製造販売を行い、   

    社会に貢献していく。その事業活動を行うにあたって、環境保全への取組みを企業   

    経営の最優先事項の一つと位置づけ        

    「私達は、環境にやさしい企業を築くため、       

    みんなで努力して行動します」     

    をスロ－ガンに、経営層をはじめ全従業員が地球環境と地域を念頭におき、環境負   

    荷と環境リスクの低減に努めます。             

    １．事業活動、製品について環境影響評価に基づき、環境管理活動を技術的経済的に   

      可能な範囲で全員で取組み、環境目的および環境目標を設定して推進し、継続的   

       な改善・向上を図ります。             

    ２．環境保全に関する法令と、当社が同意した業界等の協定事項及び当社の定めた   

       自主基準を遵守します。             

    ３．事業活動を行う上で環境影響が特に大きい以下の項目について重点的に推進を   

       行います。              

    ・ 水質汚濁防止・大気汚染防止・土壌汚染防止等、環境汚染の防止を図ります。   

    ・ 電力・ガス・石油・エネルギ－の消費量を、原単位で低減します。     

    ・ 金属材料・紙類等の省資源化とリサイクル率を向上させ、製品への環境影響   

       を最小化するよう努力し、産業廃棄物の低減を図ります。       

    ・ 地球温暖化物質、有害物質等の環境に著しい負荷を与える物の削減および   

          代替品への変換を図ります。             

    ４．地域との共生を図り地域への貢献と信頼を得るよう努力します。       

    

５．環境方針は掲示し、全従業員に、環境カ－ドを配布することにより周知徹底し 
ます。   

    この環境方針は、社内外に公表します。         

     ２００１年 ３月 ２９日  代表取締役社長  由良 龍文   

                    

    
環境管理体制               

    環境委員会               

    

審議、答申組織として、環境管理担当者会議を設置し、基本施策や年間活動計画を立案し、実施、展開は、 

各ブロックに設置した委員会や部門が行っています。   

     また専門的な小委員会において企画立案調査研究を行っています。       

  社 長               

     環境管理  各関係 教育訓練／ 大気・悪臭／ 

    担当者会議   小委員会 

騒音・振動 

有機溶剤／ 廃棄物・リサイクル 

     事務局（環境整備課） 水質／油／ 省エネ／省資源 

    内部環境監査小委員会         

    

環境管理責任者 

 同代理者 

  

本社ブロック 本社ブロック環境委員会       

    開発生技部ブロック 開発生技部ブロック環境委員会       

    ファスナー本社ブロック ファスナー本社ブロック 環境委員会     

    ファスナー八田ブロック ファスナー八田ブロック 環境委員会     

    制御システム工場             

    城山工場             

    各支店 － ５ －            

                        



  日東精工環境目的           ２００１年０３月２９日改訂 

 

   日東精工株式会社の環境目的・目標を以下に定める 

                           日東精工株式会社 

 

                           代表取締役社長 由良  龍文   印 
 

 環境目的 
 

 

１．二酸化炭素排出量の削減   目標値    ２００４年に１９９９年比 原単位 ５％減  

２．水質汚濁物質の削減     目標値    ２００４年に１９９９年比 原単位 ５％減  

３．産業廃棄物の削減      目標値    ２００４年に１９９９年比 原単位 ５％減  

４．リサイク率の向上      目標値    ２００４年に１９９９年比 原単位 ５％増  

５．化学物質負荷量の削減    目標値    ２００４年に１９９９年比 原単位４０％減  

     ・塩化メチレン排ガス量削減 

６．地球温暖化物質の削減    目標値    ２００３年末までに全廃する  

     ・地球温暖化物質（ＨＣＦＣ１４１ｂ）を全廃する 

７．地下汚染防止対策の推進   床面への漏洩防止 
 
 

 ２００１年  環境目標 

 

環境目的に基づき平成１３年の環境目標を定める  
 

 

１．二酸化炭素排出量の削減  目標値 ２００１年は２０００年の原単位２．０６以下にする  

      

２．水質汚濁物質の削減    目標値 ２００１年は２０００年の原単位０．８２以下にする  

      

３．産業廃棄物の削減     目標値 ２００１年は２０００年の原単位１０．７８以下にする  

      

４．リサイク率の向上     目標値 ２００１年は２０００年比で原単位７％増にする  

      

５．化学物質負荷量の削減   目標値 ２００１年は２０００年比で原単位４％減にする  

      

６．地球温暖化物質の削減   プロジェクトを設置し、計画、試験を行う 

      

７．地下汚染防止対策の実施  オイルパンの設置を推進する 
 

          

        環境目的に基づき、毎年単年度の目標値を定め、その目標達成に向けて活動を行います。 

    

 

 

                          － ６ －                            



     環境行動計画書                        
 

 

項目 

 

 

環境目標 

 

 

実施計画 
 

環境マネジメント 

  システム 

 環境影響評価、環境行動計画書 

教育、内部環境監査、委員会 

経営者レビュ－ 

 

二酸化炭素排出量 

   の削減 

２０００年原単位 

   ２．２４以下 

１．電力量の節減 

   省エネ設備への更新、室温管理・空調洗浄、不用照明の消灯 

２．燃料使用量の削減 

   生産工程での削減、暖房用の削減 

水質汚濁物質の削減 

 

２０００年原単位 

０．９８以下 

工業用水、上水道使用量の削減、廃水負荷量の削減 

 

産業廃棄物の削減と 

リサイクル率の向上 

１．産業廃棄物の削減 

   ２０００年原単位 

   １１．３以下 

２．リサイクル率 ５８％       

１．無機性スラッジの削減、スクラップの削減、紙使用量の削減、 

分別廃棄の徹底 

 

２．廃棄物の再利用化 

化学物質量の削減 １．塩化メチレンの削減 

  ２０００年比原単位７．３ 

２．ＨＣＦＣ１４１ｂ２００３年

迄全廃計画策定 

１．塩化メチレンの削減 

２．ＰＲＴＲ（化学物質移動登録）の確立 

 ３．ＨＣＦＣ（代替フロン）１４１ｂ全廃計画策定 

汚染予防 漏洩対策の実施 １．漏洩防止措置 

２．地下水監視 

法令協定自主基準 

   を遵守 

 １．大気・水質・騒音振動測定 

２．届出、整備 

環境コミュニケーション 

 

 

 １．環境報告書 

２．関係団体との連携 

３．公害防止協議会 

４．花壇展参加 

ＬＣＡ 

グリーン購入 

 

 

 

１．三価クロメート製品の商品化 

２．グリーン購入の推進 

 

       環境目標を達成するために、具体的な行動計画を立案し、小委員会を中心に実施しています。 
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実施状況 

 

 
 
 
 

細部 
掲載 
 

環境影響評価、環境行動計画書、教育、内部環境監査、委員会等を行いました 

 

 

 

Ｐ．９ 

 

 

 

 

１．二酸化炭素排出量は１９９９年比１３６ｔ－Ｃ（トンカーボン）の削減が図れましたが、 

原単位は２．３４であり、達成率は９６％の結果となりました 

２．消費電力量は１９９９年比３７万ＫＷｈ（２％減）の削減、燃料は６２．９Ｋℓ（８％減）の削減となりま
した 

Ｐ．１０ 

 

Ｐ．１１ 

 

工業用水、上水道使用量の削減、廃水負荷量の削減 

 

Ｐ．１２ 

 

１．廃棄物排出量は１９９９年比９５ｔの増加となりました。達成率は８６％にとどまりました 

２．リサイクル率は６３％で、達成率は１０９％となりました 

 

Ｐ．１３ 

 

塩化メチレンの使用量は１９９９年比１２．６ｔ（３２％減）の削減が図れました。達成率は１１１％ 

となりました 

 

Ｐ．１４ 

 

１．地下汚染防止として、漏洩防止対策、浸透防止対策を実施しました 

２．汚染監視用井戸にて汚染監視を行っています 

 

Ｐ．１５ 

 

大気・水質・騒音振動測定を実施しました Ｐ．１６ 

 

１．環境報告書を会社ホームページに掲載しています 

２．地元との公害防止協議会の開催、綾部市花壇展への参加等を行いました 

 

Ｐ．１９ 

 

三価クロムクロメート製品の販売を開始しました 

 

Ｐ．２０ 

 
 

 

                                     三価クロムクロメート処理装置 
 － ８ － 



ＩＳＯ１４００１認証範囲   

認証事業所    

・本社工場・八田工場   

認証番号 ＪＱＡ－ＥＭ０８６５（２０００年 ５月１９日付）  

 内 部 環 境 監 査     

 社内外の内部環境監査員教育を終了した４０名が 

年に２回内部環境監査を行い、実施項目の審査を行っています。  

  

 教 育 ・ 訓 練     

 

教育名 対象 内容等 

新入社員 新入社員  ・ＩＳＯ１４００１について 

管理監督者 役員 ・環境方針・目的目標 

   管理・監督者  ・最適循環型社会 

部門教育 従業員 ・部門目標・計画 

    ・手順書 

特定業務教育 特定業務従事者  ・特定業務の環境への影響 

    ・ＭＳＤＳ（安全データーシート）等 

 

グ リ ー ン 購 入               

グリーン購入基準を制定し、文房具関係はリサイクル品、再生品等のエコマーク品の購入を 

電気製品・情報機器は省エネ製品の購入を推進しています。 

 

法 規 制 順 守    

１．特定工場、特定施設の管理、水質報告等法的な届出は全て行っています。 

２．水質基準の遵守等法的な違反事項はありません。 

３．製品箱が第三者により数個山中に廃棄されていた物が見つかりましたが、すぐに回収処理

いたしました。 

  
                   － ９ －            



   

  
省エネルギー 

 

 

 

１．二酸化炭素排出量は、１９９９年 

比１３６ｔ（５％減）削減となりました 

２．原単位は９６％で未達成となりま 

した 

 

  

 

 

 

 

       省エネ型コンプレッサー 

 

 

二酸化炭素量排出量
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二酸化炭素排出量の内訳
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                    － １０ －  



電力量 

 

電力量

14,000

16,000

18,000

20,000

年

千
Ｋ
Ｗ
ｈ

13.00
13.50
14.00
14.50
15.00
15.50
16.00

原
単
位

電力量 17,3
23
18,4
00
16,9
52 削減量 17,3

23
17,1
50 
16,9
79 
16,8
09 
16,6
41 
16,4
74 目的 14.6

2 
14.4
7 
14.3
2 
14.1
8 
14.0
4 
13.9
0 実績 14.6 14.3 15.4 

１９
９９
２０
００
２０
０１
200
2
200
3
200
4

  

電力消費量は、１９９９年比２．１％減となりましたが、

原単位は９３％の達成となりました。 

 コンプレッサーを省エネタイプに更新し、電力消費量の削減を図りました。 

   

燃料 
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 燃料消費量は１９９９年比７．６％減となりましたが 

 原単位では９９％となりました。 

 ＬＰＧは１９９９年比３％減、灯油は１８％減となりまし                   

 た。                  － １１ － 
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水質汚濁物質量 

 

 

１．水質汚濁物質は１９９９年比０．８５ｔの削減と

なりました。 

２．原単位は９９％で、ほぼ達成となりました。 

３．めっき排水における、廃液量の削減対策を 

  実施し排水処理の負荷量削減を行いました。  

水質汚濁物質量
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         排水処理装置 
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                 － １２ －  



廃棄物量 
  

 

１．廃棄物量は１９９９年比９５ｔ（７％増）

となりました 

２．原単位は８６％と未達成になりました。 

廃棄物量
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廃棄物量の内訳　　　　廃棄物量１４８１ｔ
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                       区分表により分別を徹底しています   

 

 

       廃棄物運搬車で収集運搬を行っています  

                   － １３ －  



化学物質管理（ＰＲＴＲ） 

 
  年間取扱量     

番

号 

物 番

質号 Ａ原材料、資材等名称 

イ年間購入

量 

ウ製造品搬

出量 

エ廃棄物移

動量 

Ｂ最大潜

在排出量 

Ｃ水系排

出量  

Ｄ廃棄物

移動量 

Ｅ大気放

出量 

    Kg/年  Kg/年 Kg/年 Kg/年 Kg/年 Kg/年 Kg/年 

1 1 亜鉛化合物（亜鉛として） 50,668 85  0 50,583 1,280 49,304  
2 63 キシレン 46       
3 64 銀化合物（銀として） 62       
4 68 三価クロム化合物（クロムとして） 110       
5 69 ６価クロム化合物（クロムとして） 2,898 1   2,897 45 2,852  
6 100 コバルト（コバルトとして） 0       
7 132 フロン１４１ｂ 20,490   20,490  10,245 10,245 
8 145 ジクロロメタン（塩化メチレン） 26,250   26,250  13,125 13,125 
9 227 トルエン 125       
10 232 ニッケル化合物（ﾆｯｹﾙとして） 2,442 4   2,438 53 2,385  
11 283 フッ酸（フッ素として） 181       
12 304 硼酸（ホウ素として） 84       
 

 

  
塩化メチレン 
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         自社開発のアルカリ洗浄装置 
 

 

 

 

 

 

－ １４ － 
 

フロン１４１ｂ 

   フロン１４１ｂ使用量
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１．塩化メチレンの使用量は１９９９年比１２．５ｔ  

（３２％減）の削減となりました 

２．原単位は１１１％の達成となりました。 

  アルカリ洗浄装置へ変更することにより、 

  大幅削減が達成できました。引き続き 

   対策を実施してまいります。 

 



環境リスク 

 

１．漏洩防止 

  
  ・機械設備からの機械油や、使用薬品が床面に漏洩し土壌汚染を起こさないように 

   床面へのＦＲＰ工事や、機械オイルパンの設置を推進しています。 

  ・排水管類は地上化を進めています。 

 

 

２．地下汚染監視 

   

  ・汚染監視用井戸を設置し、汚染の監視活動を実施しています。 

 

 

    

 

 

 

 

 
                        地下監視井戸 

３．調査と浄化 

 

  ・塩素系有機溶剤による土壌汚染、地下水汚染状況を調査し 

   改善が必要なところは、浄化活動を行っています。 

 
４．環境に関する控訴、補償等の交渉はありません。 

 

 
 
               － １５ － 

 



大気測定実績値（本社工場）                  

 ［大気汚染］                   

    項目           規制値         実測値（ＭＡＸ）         

         府の基準  社内基準  平成８年  平成９年  平成１０年  平成１１年  平成１２年  平成１３年   

    全  ばいじん    （ｇ／Ｎｍ3）  ０．１  ０．０９               

  焼 動  窒素酸化物    （ｐｐｍ）  １８０  １６２ ＮＤ  ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ     

  入 号  いおう酸化物   （ｐｐｍ）  Ｋ＝１１.5   ＮＤ  ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ     

  炉 乾  ばいじん     （ｇ／Ｎｍ3）  ０．１  ０．０９               

  乾 燥  窒素酸化物    （ｐｐｍ）  ２３０  ２０７ ０．３  ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ     

  燥 炉  いおう酸化物   （ｐｐｍ）  Ｋ＝１１.5   ＮＤ  ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ     

  炉 ス  亜鉛      （ｍｇ／Ｎｍ3） ２０   １８           ＮＤ   ＮＤ     

  除 ク  クロム     （ｍｇ／Ｎｍ3） ０．２  ０．１８          ＮＤ   ＮＤ     

  塵 ラ  ニッケル    （ｍｇ／Ｎｍ3） ３  ２．７          ＮＤ   ＮＤ     

  装 バ  亜鉛      （ｍｇ／Ｎｍ3） ０．２            ＮＤ   ＮＤ     

  置 ｜  クロム     （ｍｇ／Ｎｍ3）  ０．００２           ＮＤ   ＮＤ     

      ニッケル    （ｍｇ／Ｎｍ3）  ０．０３           ＮＤ   ＮＤ     

    特品  塩化メチレン煙道（ｍｇ／Ｎｍ3）  ２００  １８０  ４００  １５０  １５０  １３０ １２０ １５０   

  境界  塩化メチレン境界（ｍｇ／Ｎｍ3）   ２     ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ   ＮＤ     

                          

騒音振動測定実績値          

［騒 音・振 動］            

  項目  規制値 実測値（ＭＡＸ）     

        府の基準  自主基準  平成８年  平成９年  平成１０年  平成１１年  平成１２年  平成１３年   

   騒音（第３種区域） （ｄＢ）  昼 ６５  昼 ６２     ５４   ６４   ６４   ６４     

  

 本 社 

 準工業地域  振動（第２種区域） （ｄＢ）  昼 ６５  昼 ５９     ４６   ５５   ４５   ４３     

   騒音（第４種区域） （ｄＢ）  昼 ７０  昼 ６７     ６０   ６２   ６２   ６０     

  

 八 田 

 工業専地域  振動（第２種区域） （ｄＢ）  昼 ６５  昼 ５９     ４４   ４３   ４３   ５１     

   騒音        （ｄＢ）         ５６   ６２   ５４   ５４     

  

 制 御 Ｓ

 指定なし  振動        （ｄＢ）         ５６   ４５   ４３   ２３     

   騒音（第４種区域） （ｄＢ）  昼 ７０  昼 ６７   ４５   ５６   ５７   ５７   ５９     

  

 城 山 

 工業専地域  振動（第２種区域） （ｄＢ）  昼 ６５  昼 ５９     ３２   ２３   ２３   ２０     

 

 

                       － １６ － 



水質測定実績値（本社工場） 

 
 
           （単位：ｍｇ／ℓ ）   

  規制値    実測値（上段 ＭＡＸ、 下段 ＡＶＥ）   

  項目 府基準 自主基準 平成８年  平成９年 平成１０年 平成１１年 平成１２年 平成１３年 

    六価クロム ０．５ ０．２ ０．０７ ０．０４ ０．０８ ０．０６ ＮＤ ＮＤ 

  有     ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 

工 害  ジクロロメタン ０．２０ ０．０２   ＮＤ ＮＤ ＮＤ ＮＤ 

 物 トリクロロエチレン ０．３０ ０．０３ ０．００６ ０．００２ ０．０１１ ０．０１２ ０．００３ ０．００３ 

場 質       ０．００１ ０．００４ ０．００２ ０．００２ 

  テトラクロロエチレン ０．１０ ０．０１ ０．００８ ０．０１０ ０．０１２ ０．００８ ０．００７ ０．００６ 

排        ０．００２ ０．００３ ０．００３ ０．００３ 

   水素イオン濃度（ＰＨ） 5.8-8.6 6.0-8.0 6.2-7.7 6.0-7.4 6.0-7.7 6.8-7.7 6.2-7.6 6.5-7.9 

水 一 生物化学的酸素要求量 １６０ ２０ １９．９ １６．３ １８．０ １４．５ 

   （ＢＯＤ）   

２３．６ 

１５．０ １３．４ １０．７ １０．２ ８．２ 

２０．８ 

７．８ 

  般  浮遊物質（ＳＳ） ２００ ２０ １０．０ １０．０ ８．０ ９．０ １３．０ 

       

２２．０ 

６．６ ７．１ ５．０ ３．９ ４．１ ４．８ 

    ｎ－ヘキサン抽出 ５．０ ３．０ ２．８ ２．７ ２．９ ２．１ １．６ 

  項  物質（鉱物油）   

３．９ 

１．４ １．２ １．４ ２．０ １．２ １．０ 

   全クロム ２．０ ０．５ ０．４８ ０．２１ ０．２７ ０．３３ ０．３４ ０．３５ 

      ０．０５ ０．０３ ０．０６ ０．０６ ０．０７ ０．０６ 

  目  亜鉛 ５．０ ２．０ １．４１ １．５８ １．５９ １．７０ 

        ０．５７ 

２．２５ 

０．７６ 

２．０３ 

０．７１ ０．７４ ０．６７ ０．７５ 

     ニッケル ２．０ １．０ ０．２１ ０．１３ ０．１５ ０．８４ ０．４８ ０．８５ 

        ０．０４ ０．０４ ０．０２ ０．０５ ０．１０ ０．０７ 

     銅 ３．０ １．０ ０．２０ ０．２６ ０．１１ ０．２０ ０．１６ ０．４３ 

        ０．０３ ０．０４ ０．０２ ０．０２ ０．０２ ０．０６ 

     溶解性鉄 １０．０ ２．０ ０．７２ ０．７０ ０．５９ 

          ０．１７  

３．５１ 

０．３３ 

３．５１ 

０．３１ ０．２２  ０．１８  

３．０５ 

０．１８ 

 

水質測定実績値（他工場） 
                    平成１３年     （単位：ｍｇ／ℓ ）  
  項目      規制値  実測値(平均値）   
       府の基準  自主基準  八田工場  制御Ｓ工場  城山工場 
  一  水素イオン濃度（ＰＨ） 5.8-8.6 6.0-8.0 7.2 6.8 7.0 
 工   生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） １６０ ２０ 3.6   
 場 般  浮遊物質（ＳＳ） ２００ ２０ 9   
 排   ｎ－ヘキサン抽出物質（鉱物油） ５．０ ３．０ 1.3   
 水 項  全クロム ２．０ ０．５ ND ND ND 
    亜鉛 ５．０ ２．０ 0.06 0.06 0.45 
  目  ニッケル ２．０ １．０ ND ND ND 
     銅 ３．０ １．０ ND ND ND 
     溶解性鉄 １０．０ ２．０ 0.24 0.03 0.14 
 

                               － １７ － 



訓  練 
    

 
    

緊急時の訓練を各種の想定において実施しています。

  

活動のあゆみ 
 

 
 
   

    

   年     社内     日本 
昭和４４年   排水処理装置を新設  ４２年 公害対策基本法 

昭和４７年   公害防機事業部が発足  ４３年 大気汚染防止法 
昭和５０年   公害防機事業部は廃止  ４３年 騒音規制法 

昭和５２年   六価クロム地下汚染検出  ４５年 水質汚濁防止法 
昭和５４年   公害防止担当者会議が発足  ４５年 廃棄物処理法 

昭和５６年   シアン化合物の使用を廃止   

昭和５６年   トリクロロエチレンの使用を廃止   
昭和６３年   テトラクロロエチレンの使用を廃止  ６２年 オゾン層保護法 

平成 元年   油流出事故発生、由良川汚染 元年 水濁法改正   
平成 元年   有機溶剤地下水汚染検出、対策開始   

平成 ２年   井倉自治会と覚書を交わす ２年 温暖化防止計画  

平成 ２年   1.1.1-トリクロロエタンの使用廃止 ３年 リサイクル法  
平成 ４年   アルカリ洗浄機を開発、設置 ３年 廃掃法改正   

平成 ４年   リサイクル用紙回収開始 ３年 土壌汚染基準値  

平成 ５年   環境管理担当者会議に名称変更 ５年 省エネ法改正  
平成 ５年   井倉自治会と公害防止協議会が発足 ５年 環境基本法   

平成 ５年   特定フロンの使用を廃止   
平成 ５年   塩化メチレンの使用を開始   

平成 ７年   環境月間活動開始 ６年 環境基本計画  

平成 ７年   環境行動計画書を制定   
平成 ８年   環境管理システムプロジェクト発足 ８年 大防水濁法改正  

平成 ９年   環境影響評価調査を開始 ９年 廃掃法改正   
平成１１年   環境管理システムの認証取得発表   

平成１１年   ISO14001認証取得プロジェクト設置   

平成１２年   ISO14001認証取得 １３年 ＰＲＴＲ法 

 
   
免許・資格者数  

免許種類 人数 

環境計量士 １ 

作業環境測定士 ２ 

公害防止管理者水質１種 ２ 

公害防止管理者水質２種 １０ 

公害防止管理者大気２種 ２ 

公害防止管理者騒音 ４ 

公害防止管理者振動 ２ 

特別産廃責任者 ２ 

中間処理技術者 １ 

焼却炉技術者 １ 

環境内部監査員（社外受講者） １４ 

環境内部監査員（社内受講者） ３３ 

電気主任技術者 ２ 

エネルギ－管理士 ２ 

エネルギ－管理員 １ 

衛生管理者（選任者数） ４ 

危険物取扱者（選任者数） ７ 

 
 
環境経営度調査 
日本経済新聞社の２００１年度第５回環境経営度調査は 
    ２７４位／８２０社  でした 

 
高圧ガス丙種化学 ７ 

環境カウンセラー １ 

 

 

 

                                 － １８ － 



環 境コミュニケーション 
 

 

  

 

環境報告書 

  

   ２０００年より環境報告書を作成し、会社ホームページに掲載しています 

 

 

 

１９９９年版 

 

２０００年版  

  

 

地 域 活 動 

 

○地域連絡会 

地域との対話を進める目的で、自治会関係者の方々に出席いただき 

毎年開催を行っています 

内容：会社の環境管理活動や地域との関わりについて 

○緑化活動 

５月に開催される綾部市みどり公社の由良川花壇展に毎年参加 

しています。 

 

 

      

綾部市由良川花壇展 

       － １９ －  

 



環境対応製品、環境対応設備 
 
環境に優しい製品開発、システム開発に取り組んでいます 

  

１．三価クロムクロメート製品 

グリーン製品として、六価クロムを含まないクロメート品を製造販売しています 

 
 
２．アルカリ性電解水洗浄装置 
  アルカリ性電解水を利用した洗浄システムを販売 
  を販売しています。 
   製造販売元：日東公進株式会社 
   ＵＲＬ：http://www.nittokoshin.co.jp/ 
 
 
３．アルカリ剤使用洗浄装置 
  アルカリ剤を使用した洗浄機を製造販売しています 

 
 
４．環境関連設備（内製設備） 
       
  １．一斗缶プレス機   ２．コンプレッサードレン処理機    
  ３．空箱修正機     ４．空箱洗浄機           
  ５．空箱破砕機        など 
 
 
 
                       － ２０ －    

 

 

 
   一斗缶プレス機 
      コンプレッサードレン処理機     



 

環 境 会 計 
集計範囲：（本社・八田工場） 

 

対象期間： ２００１年１月１日  

 

～２００１年１２月３１日 

 

環境保全コスト                         単位：千円 

分   類 主な取組の内容・効果 投資額 費用額 

a.大気汚染防止のためのコスト ･スクラバー ・回収機 10,109 19,282 
b.水質汚濁防止のためのコスト ･排水処理汚水地下水 19,630 

①公害防止

コスト 

c.土壌汚染防止のためのコスト ・オイルパン・ＦＰＰ 1,139

d.騒音防止のためのコスト コンプレッサー保守 3,005   

e.振動防止のためのコスト  

f.悪臭防止のためのコスト   

g.地盤沈下防止のためのコスト  

h.その他公害防止のコスト  237

  

小    計  43,293
a.温暖化防止のためのコスト コンプレッサー省電力 1,888 169
b.オゾン層破壊防止のコスト   

c.その他の環境保全のコスト  

②地球環境

保全コスト 

小    計  169
a.資源の効率的利用のコスト   

b.節水、雨水利用等のコスト ・上水道修理    1,025

③資源循環

コスト 

c.産業廃棄物の減量化のコスト ・ポリ箱修理 934
d.一般廃棄物の減量化のコスト ・パレット修理 219   

e.産業廃棄物の処理のコスト ・スラッジ処分費 17,960
f.一般廃棄物の処理のコスト ・収集運搬 1,296   

小    計  21,434

（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生産・サービス

活動により事

業エリア内で

生じる環境負

荷を抑制する

ための環境保

全コスト  （事

業エリア内コ

スト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①～③までの合計  64,896
①環境負荷の少ない製品と通常との差額   

②生産・販売製品等のリサイクルのコスト  

③容器包装等のリサイクル等のコスト   

④環境保全対応の製品・サービスのコスト  

⑤容器包装の低環境負荷の追加的コスト   

（2） 

生産・サービス

活 動 に 伴 っ て

上 流 又 は 下 流

で 生 じ る 環 境

負 荷 を 抑 制 す

る た め の コ ス

ト ） 小    計  

①社員への環境教育等のためのコスト ・部門教育・特定教育 1,716
②環境マネジメントシステム ・定期審査 ・運用  5,068
③環境負荷の監視・測定のためのコスト ・監視 ・測定 432 
④環境保全対策組織の①～③の人件費  637

（3） 管理活動にお

ける環境保全

コスト （管理

活動コスト） 

小    計  7,853

①環境保全の製品等の研究開発コスト   20,003 1,919 
②製品等の製造段階の負荷抑制コスト   

③その他物流段階の環境負荷低減コスト  

（4） 研究開発活動

における環境

保 全 コ ス ト 

（研究開発コ

スト） 小    計  1,919

①自然保護景観保持環境改善対策コスト   3,781 
②地域住民の行う環境活動の支援等  3,130
③環境保全を行う団体の寄付支援コスト   

④環境情報の公表及び環境広告のコスト  

（5） 社会活動にお

ける環境保全

コ ス ト 

（社会活動コ

スト） 

小    計  6,911
①土壌汚染自然破壊の修復コスト   

②環境の損傷引当金繰入額及び保険料  

③環境保全の和解金補償金罰金訴訟費用   

（6） 環境損傷に対

応するコスト        

（環境損傷 

 コスト） 
小    計  

   合計     32,000 81,579 
                    － ２１ －  



項    目 内   容   等  金額（千円） 

当該期間の投資額の総額  ２２１，０００ 

当該期間の研究開発費の総額   

（1）の③に係る有価物等の売却額 スクラップ、回収物 ２，１９８ 

（2）に係る有価物等の売却額   

             

             

環境保全効果           環境負荷指標   比較指標  

効果の内容 項目 ２００１年原単位 総量 ２０００年原単位  

(1) ＣＯ2 排出量 ２．３４ ２５７７ｔ ２．１７  

  電力購入量 １５．３０ １６９５万ＫＷｈ １４．３０  

  燃料購入量 ６８．４０ ７５３Ｋℓ ６４．００  

  廃棄物排出量 １３．４０ １２６２ｔ １２．００  

  

事業エリア内で

生じる環境保全

効果（事業エリ

ア内効果） 

リサイクル率 ６３％  ６０％  

(2) 水質汚濁物量 ０．９９ １１．０ｔ ０．８０  

  化学物質量 ６．５６ ２６．２５ｔ ６．９８  

  

上・下流で生じ

る環境保全効果

（上・下流効果）       

(3)       

  

その他の環境

保全効果          

             

環境保全対策に伴う経済効果        

効果の内容     金   額（千円）      

ﾘｻｲｸﾙにより得られた収入額 ２，１９８      

省ｴﾈﾙｷﾞｰによる費用削減 ４，２５５      

ﾘｻｲｸﾙに伴う廃棄物処理費用の削減 ４，９８０      

省資源による費用減   ６，８９０      

合計     １８，３２３      

 

 
                   － ２２ － 



会 社 概 要          

 

 

（１）事業者名及び代表者名  

  事業者名   日東精工株式会社  

  代表者名   取締役社長  由良  龍文  

 （２）所在地   （本社工場）  

  〒６２３－００５４  

  京都府綾部市井倉町梅ヶ畑２０番地  

  ℡ ０７７３－４２－３１１１（代表）  

  URL http://www.nittoseiko.com 

  他に（八田工場） （制御Ｓ工場） （城山工場）  

 （３）事業内容  

  ・工業用ファスナー（小ねじ類）の製造、販売  

  ・各種自動組立機の製造、販売  

  ・各種流量計の製造、販売  

 （４）事業の規模（平成１３年１２月３１日現在）  

  ・資本金    ３，５２２百万円   

  ・売上高   ２０，６０８百万円  

  ・従業員数     ９００名  

  ・敷地面積 １８９，４６０㎡  

  ・延床面積  ７０，４０２㎡  

 （５）環境管理関係の責任者及び担当連絡先  

   責任者 常務取締役       有馬 和政  

   〃  生産技術部長      樋口 健次  

   担当者 生産技術部環境整備課長 西田 好郎  

   連絡先℡   ０７７３－４２－８９１５  

      FAX   ０７７３－４３－２２２７  

   e-mail ｋａｎｋｙｏ＠ｎｉｔｔｏｓｅｉｋｏ。ｃｏｍ 

     

       

    発行所    全社環境事務局  

           生産技術部環境整備課  

       

     

 



  ご意見・ご感想をお寄せください 

  

 お手数ですがこの報告書についてアンケートに回答いただければ幸いに存じます。 
メールまたはＦＡＸにてお寄せください。今後の活動と報告に活用させていただきます。 
 

          アンケート 

 
１．この報告書の表現はいかがですか。該当するものをお選びください。 
   
   ① わかりにくい 
   ② 普通  
   ③ よくわかる 
 
２．この報告書の内容はいかがですか。該当するものをお選びください。  
 
   ① 不十分 
   ② 普通 
   ③ 十分 
   ④ ご意見 
    

 
 
 
 
 

                  
３．日東精工の環境活動についてどう感じられましたか 
   ① 活動が不十分 
   ② まずまず活動している 
   ③ 積極的に行っている 
 
４．その他ご意見をお寄せください 

 
 
 
 
 
 
 

   
   ご回答ありがとうございました。 
    下記に連絡をお願い致します 
      日東精工株式会社 
         環境整備課 
   
      e-mail：ｋａｎｋｙｏ＠ｎｉｔｔｏｓｅｉｋｏ．ｃｏｍ  
            FAX ：０７７３－４３－２２２７ 
  


